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achyon
なかにし礼氏によって作詩された公立小松大学校歌のタイトルは「光より速き
われら」。ときに光速をも超える思念やインスピレーションが本学学生・職員
の spirit から発せられるよう念願し、本誌のタイトルとして選んだのが「タキ
オン」（Tachyon）である。Tachyon は、未だ確認されていない粒子であるが、
光より速い速度をもつとされ、ギリシャ語の「ταχ （速い）」を語源とする。

学長　山本　博
（図出典：Institut for teoretisk Fysik）
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We Enjoy
Campus Life
アントレプレナーサークル

（紹介は、裏表紙）

※大学HPでは、広報室学生委
員によるサークル突撃取材
の記事を公開しています。

157
NON-VOC植物油インキを使用し、環境にやさしい「水なし印刷」を採用しました。

2024年２月～９月
主な  
大学スケジュール

２月16日（金）～４月５日（金）
春季休業

３月23日（土）10時～
学位記授与式　＠小松市團十郎芸術劇場うらら

４月２日（火）10時～
入学宣誓式　＠小松市團十郎芸術劇場うらら

４月８日（月）
前期授業開始

７月20日（土）
オープンキャンパス

７月26日（金）～８月６日（火）
前期試験（補講・試験予備日含む）

８月７日（水）～９月25日（水）
夏季休業

９月26日（木）
後期授業開始

サークルPick Up
サークルPick Upアントレプレナー
アントレプレナーサークルサークル
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令和６年能登半島地震を受けて令和６年能登半島地震を受けて
　令和６年能登半島地震により、犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表するとともに、被災された方、そのご家族及び関
係の方々に心よりお見舞いを申し上げます。被災された皆様の一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。本学では、
被災された学生に以下のような支援をしております。詳しくは公立小松大学ホームページでご確認ください。

問い合わせ先：0761-23-6610

●災害救助法適用地域の世帯の学生に対する奨学金（日本学生支援機構）

・ 家計急変採用（給付奨学金）、緊急
採用（第 一種奨学金）、応急採用（第
二種奨学金）

・JASSO災害支援金（10万円支給）

担当：学生課

●  家計急変等による住まいの相談

地震の影響を受け、家計急変等によ
り、現在住んでいるアパートに継続
して居住できないなど、本学の学生
寮への入寮を希望される方はご相談
ください。

担当：学生課

●心のケア 

被災したこと等により、今後の修学
の不安や悩み、心身の不調等を抱え
ている方は、専門の相談員が対応し
ますのでご相談ください。

担当：保健管理センター

その他のスケジュールは
こちらから

過去のTachyonは
こちらから

赤い羽根共同募金の活動赤い羽根共同募金の活動
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国際交流・海外連携事業国際交流・海外連携事業
2023年は新型コロナウイルスが５類感染症に移行となり、海外インターンシップや協定校交換留学、短期留学プログラムなど、様々2023年は新型コロナウイルスが５類感染症に移行となり、海外インターンシップや協定校交換留学、短期留学プログラムなど、様々

なプログラムを開催することができました。その一部をご紹介します。なプログラムを開催することができました。その一部をご紹介します。

　8月 20日（日）から8月 26日（土）の７日間にわたり、アメリカ合衆国カリフォルニア州のシリコンバレーに学生と北陸地域の　8月 20日（日）から8月 26日（土）の７日間にわたり、アメリカ合衆国カリフォルニア州のシリコンバレーに学生と北陸地域の

社会人を派遣する「産官学合同シリコンバレー研修」を開催しました。社会人 5名、学生 12名（うち大学院学生 5名）の計 17名社会人を派遣する「産官学合同シリコンバレー研修」を開催しました。社会人 5名、学生 12名（うち大学院学生 5名）の計 17名

が参加しました。が参加しました。

　今回で3回目を迎えた本研修は、「自治体ＤＸによる効率化とＤＸ・ＧＸを活かしたスマートな社会づくり」をテーマに、小松市職　今回で3回目を迎えた本研修は、「自治体ＤＸによる効率化とＤＸ・ＧＸを活かしたスマートな社会づくり」をテーマに、小松市職

員が初めて加わりました。また、山本博学長とともに、宮橋勝栄小松市長にも本研修に同行いただき、現地オフィスでの情報交換やフィー員が初めて加わりました。また、山本博学長とともに、宮橋勝栄小松市長にも本研修に同行いただき、現地オフィスでの情報交換やフィー

ルドワーク、大学・企業等への表敬訪問などにより、今後の大学及び企業との連携推進を図りました。ルドワーク、大学・企業等への表敬訪問などにより、今後の大学及び企業との連携推進を図りました。

　前半は、現地企業の方による特別講義が行われ、日本とシリコンバレーの違いや働き方、考え方について学びました。後半は、学生　前半は、現地企業の方による特別講義が行われ、日本とシリコンバレーの違いや働き方、考え方について学びました。後半は、学生

と社会人が協力してグループワークに取り組み、現地企業やスタンフォード大学、サンフランシスコ公共図書館などの施設を訪れ、最と社会人が協力してグループワークに取り組み、現地企業やスタンフォード大学、サンフランシスコ公共図書館などの施設を訪れ、最

終日のグループ発表では、各グループがインタビューや視察で得た成果をまとめ、参加者全員と共有しました。短い期間ではありまし終日のグループ発表では、各グループがインタビューや視察で得た成果をまとめ、参加者全員と共有しました。短い期間ではありまし

たが、グループで団結して課題たが、グループで団結して課題

解決に取り組み、とても充実し解決に取り組み、とても充実し

た研修となりました。た研修となりました。

　10月 15 日（日）から 10月 24 日（火）までの 10日間にわたり、マレーシアのトゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（以下　10月 15 日（日）から 10月 24 日（火）までの 10日間にわたり、マレーシアのトゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（以下

UTAR）の学生５名、職員１名が本学に滞在し、国際交流センターが主催するスタディツアーに参加しました。UTARとは 2019年UTAR）の学生５名、職員１名が本学に滞在し、国際交流センターが主催するスタディツアーに参加しました。UTARとは 2019年

に大学間交流協定を締結後、交換留学生の派遣やオンラインによる学生交流会やウェビナーを実施してきましたが、今回初めて短期でに大学間交流協定を締結後、交換留学生の派遣やオンラインによる学生交流会やウェビナーを実施してきましたが、今回初めて短期で

のスタディツアーを開催しました。のスタディツアーを開催しました。

　UTARの学生たちは、午前中は本学の教員による南加賀地域の産業や自然環境、石川県の伝統行事に関する授業などを受講しました。　UTARの学生たちは、午前中は本学の教員による南加賀地域の産業や自然環境、石川県の伝統行事に関する授業などを受講しました。

また、午後からは本学の学生たまた、午後からは本学の学生た

ちとともに小松市をはじめとすちとともに小松市をはじめとす

る文化施設などを訪問し、九谷る文化施設などを訪問し、九谷

焼の絵付け体験などを行いまし焼の絵付け体験などを行いまし

た。た。

　12月 1日（金）から12月 26日（火）の期間、保健医療学部の教員が日本国際協力センター（JICE）中部支所と協力し、国際協　12月 1日（金）から12月 26日（火）の期間、保健医療学部の教員が日本国際協力センター（JICE）中部支所と協力し、国際協

力機構（JICA）の令和 5年度青年研修「保健医療（地域保健）B」を実施しました。本研修では、カンボジアの医療機関や公的機関力機構（JICA）の令和 5年度青年研修「保健医療（地域保健）B」を実施しました。本研修では、カンボジアの医療機関や公的機関

で働く研修員の方々に対し、山本学長および保健医療学部の教員による地域保健医療をテーマとした講義や、石川県庁、小松市役所、で働く研修員の方々に対し、山本学長および保健医療学部の教員による地域保健医療をテーマとした講義や、石川県庁、小松市役所、

南加賀保健福祉センター、小松市民病院などの保健医療現場での研修を行いました。南加賀保健福祉センター、小松市民病院などの保健医療現場での研修を行いました。

研修の終盤では、保健医療学部の学生との交流会も実施し、大学生活について発表研修の終盤では、保健医療学部の学生との交流会も実施し、大学生活について発表

を行うとともに、カンボジアのダンスや茶道などを通して、互いの文化を体験するを行うとともに、カンボジアのダンスや茶道などを通して、互いの文化を体験する

こともできました。こともできました。

　研修員の方々からは講義を実施した教員に対し、講義時間を超えてたくさんの質　研修員の方々からは講義を実施した教員に対し、講義時間を超えてたくさんの質

問があり、研修での学びを母国の保健医療へ役立てたいという強い思いを感じるこ問があり、研修での学びを母国の保健医療へ役立てたいという強い思いを感じるこ

とができました。また、本学の教員や学生にとってもカンボジアの保健医療を学ぶとができました。また、本学の教員や学生にとってもカンボジアの保健医療を学ぶ

貴重な機会となりました。貴重な機会となりました。

国際文化交流学科３年　明圓侑奈さん（2023年 6月～2024年 1月　留学）国際文化交流学科３年　明圓侑奈さん（2023年 6月～2024年 1月　留学）

　文化の多様性や日本では得られない価値観に惹かれ、マレーシアへの留学を決めました。大学では心理学や社会学の授業を選択し、　文化の多様性や日本では得られない価値観に惹かれ、マレーシアへの留学を決めました。大学では心理学や社会学の授業を選択し、

特に異文化におけるコミュニケーションの違いについて学びました。どの授業にもグループ課題があり、現地の学生と一緒にレポート特に異文化におけるコミュニケーションの違いについて学びました。どの授業にもグループ課題があり、現地の学生と一緒にレポート

を書いたり、プレゼンの準備をしたのは大変でしたが、とてもいい経験になったと思います。休日は友人やハウスメイトと一緒に遊びを書いたり、プレゼンの準備をしたのは大変でしたが、とてもいい経験になったと思います。休日は友人やハウスメイトと一緒に遊び

に行くことが多く、多国籍ならではのいろいろな食文化を楽しみました。また、マレーシアは地理的に海外旅行がしやすいのも魅力だに行くことが多く、多国籍ならではのいろいろな食文化を楽しみました。また、マレーシアは地理的に海外旅行がしやすいのも魅力だ

と思います。私も学期休みなどを利用してカンボジア、オーストラリア、ベトナムに行ってきました。自分が知らない文化やそれぞれと思います。私も学期休みなどを利用してカンボジア、オーストラリア、ベトナムに行ってきました。自分が知らない文化やそれぞれ

の国民性を実際に感じることはとても刺激になり、価値観が大きく広がりました。留学を経て、新しいことへのチャレンジに対して前の国民性を実際に感じることはとても刺激になり、価値観が大きく広がりました。留学を経て、新しいことへのチャレンジに対して前

向きな気持ちが強くなったと感じています。この経験を活か向きな気持ちが強くなったと感じています。この経験を活か

し、将来は国際交流の支えとなるような仕事をしたいです。し、将来は国際交流の支えとなるような仕事をしたいです。

　9月 5日（火）から9月 15日（金）の期間、本学と交流協定を締結しているカンボジア国立アンコール遺跡整備公団にてインター　9月 5日（火）から9月 15日（金）の期間、本学と交流協定を締結しているカンボジア国立アンコール遺跡整備公団にてインター

ンシップを行いました。金沢大学環日本海域環境研究センターと共同で実施したインターンシップであり、今年度は在カンボジア日本ンシップを行いました。金沢大学環日本海域環境研究センターと共同で実施したインターンシップであり、今年度は在カンボジア日本

大使館の「日カンボジア友好７０周年記念事業」及び「日ASEAN友好協力５０周年記念事業」に認定されています。大使館の「日カンボジア友好７０周年記念事業」及び「日ASEAN友好協力５０周年記念事業」に認定されています。

　本学からは国際文化交流学部の２年生１名、３年生２名、４年生２名の計５名が参加しました。学生たちはグループごとに、アンコー　本学からは国際文化交流学部の２年生１名、３年生２名、４年生２名の計５名が参加しました。学生たちはグループごとに、アンコー

ル世界遺産公園の水環境の維持管理、地域社会支援、観光開発・誘致などに関する業務に取り組むなど貴重な経験をすることができまル世界遺産公園の水環境の維持管理、地域社会支援、観光開発・誘致などに関する業務に取り組むなど貴重な経験をすることができま

した。最終日には、アンコール遺跡整備公団の責任者の方による面談試験を受けた後、同公団の副総裁Chandaroat 氏から修了証書した。最終日には、アンコール遺跡整備公団の責任者の方による面談試験を受けた後、同公団の副総裁Chandaroat 氏から修了証書

を授与されました。を授与されました。

インターンシップ

産官学合同シリコンバレー研修（アメリカ）

短期プログラム受け入れ

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（マレーシア）の学生が本学のスタディツアーに参加

海外連携事業

保健医療学部がJICA青年研修を実施

交換留学

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学（マレーシア）　交換留学体験記

インターンシップ

アンコール世界遺産インターンシップ（カンボジア）

研修報告書はこちらから研修報告書はこちらから

インターンシップのインターンシップの
研修報告書はこちらから研修報告書はこちらから

その他の留学体験記はその他の留学体験記は
こちらからこちらから
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輝く公立小松大生輝く公立小松大生

2018年 8月～ 12月

　国際交流センター公認サークルである KOMA
Friend が中心となり、留学生を含む学生、教職員
26名が小松市どんどんまつりのあんどん行列に参
加しました。学生たちは大学オリジナルのはっぴ姿
で、様々な言語で交流を楽しみながら、あんどんを
曳き、芦城公園からＪＲ小松駅前まで練り歩きまし
た。あんどん行列の最後には、小松駅前市民公園で
行われたＰＲタイムにてKOMA Friend の紹介と大
学祭の宣伝を行い、
多くの市民の方々に
あたたかいお声がけ
をいただきました。

専攻名 学位 就業
年限

入学
定員

生産システム
科学専攻

博士
（工学） ３年 ２人

ヘルスケアシステム
科学専攻

博士
（保健学） ３年 １人

グローカル
文化学専攻

博士
（国際文化学） ３年 １人

　博士後期課程では、課題発見能力及び社会　博士後期課程では、課題発見能力及び社会

実装力を備えた次世代人材、地域産業の高度実装力を備えた次世代人材、地域産業の高度

化と地域発イノベーション等を担う高度人化と地域発イノベーション等を担う高度人

材、未来を支える教育者・研究者・組織指導材、未来を支える教育者・研究者・組織指導

者、「総合知」に立脚し、高度な専門能力を者、「総合知」に立脚し、高度な専門能力を

備えた人材を育成し、地域・国際社会のサス備えた人材を育成し、地域・国際社会のサス

テイナビリティへの貢献をめざします。テイナビリティへの貢献をめざします。
　中央キャンパスでシーズ・ニーズマッチングシン
ポジウムを開催しました。「産学合同で進める新たな
人材戦略」を検討することをテーマに実施し、学生
は企業の人材育成戦略や、企業が求める資質を学び
ました。学生生活をどのように過ごすと良いかなど、
多くの学生が活発に質問をして自身の将来について
考える良い機会となりました。

　国際文化交流学科　朝倉ゼミが 企画したワーク
ショップをKomatsu 九で開催し、親子連れや高校
生など約 60 人が参加し
ました。繊維工場の端材
や九谷焼の陶片などを樹
脂で固め、クリスマスオー
ナメントを作りました。

　中央キャンパスで防災食の試食会を行いました。炊か
なくてもお湯や水を注ぐだけでご飯になるアルファ化
米を用いたご飯を約100名の学生・教職員に提供しまし
た。また、担当の職員は災害時の安否確認システムであ
るSafetylink24の配信訓練への回答を呼びかけました。
防災食の試食とSafetylink24の配信訓練への回答で、
災害時の対応を学ぶ良い機会とな
りました。今後も危機管理を高める
訓練を継続して行っていきます。

　小松空港内で 開催された財務省大阪税関の業務説
明会に学生12名が参加しました。
麻薬探知犬チームによるデモン
ストレーションや、かばんの中か
ら不審なものを発見する旅具検
査模擬体験など、楽しく税関の仕
事を理解することができました。

　サイエンスヒルズこまつ3Dスタジオで「次世代考
古学が拓く未来」をテーマに市民公開フォーラムを
開催し、市民や学生、教職員など約80人が参加しまし
た。次世代考古学研究センター中
村誠一センター長が宇宙線ミュー
オン粒子の物質透過力を活用した
次世代の非破壊的考古学調査法を
開拓する試みを紹介するなど、本
学次世代考古学研究センターの３
名の講師が講演を行いました。

2023年 8月～2024年2月

10
17

（火）（火）

10
29

（日）（日）

10
14

（土）（土）

12
18

（月）（月）

10
7

（土）（土）

12
21

（木）（木）

加賀れんこんクリームソーダを
共同開発
松井 瑠菜さん（国際文化交流学科4年）

第41回全日本中国語スピーチ
コンテスト石川県大会1位
後藤 友香さん（国際文化交流学科３年）

応急手当技能競技会
学生団体部門で
看護学科のチームが最優秀賞
油井 一晟さん、梅下 龍世さん、
中田 響月さん
（いずれも看護学科２年）

ボートサークルが
小松市民レガッタ
成年男性の部で優勝
新村 隆さん（生産システム科学科４年）
國定 祈良さん（生産システム科学科１年）
佐々木 諒人さん（生産システム科学科１年）

第1種ME技術実力検定試験合格
（（公社）日本生体医工学会）

中桐 茉奈さん（臨床工学科3年）
野崎 桜花さん（臨床工学科4年）
伊藤 翔音さん
（ヘルスケアシステム科学専攻修士課程1年）

国際会議IEEE EMBC
2023で発表
河島 遼太郎さん
（大学院ヘルスケアシステム科学専攻2年）

（左から）野崎さん、
伊藤さん、中桐さん

（左から）梅下さん、
中田さん、油井さん

（左から）舟瀬講師、新村さん、
國定さん、佐々木さん

講演する中村 誠一 センター長

博士後期課程を令和６年４月に開設
地域・国際社会の

サステイナビリティへの貢献

基 礎 と な る 学 部

生産システム科学部 保険医療学部 国際文化交流学部

養成する人材像
「総合知」に立脚した高度専門
能力を備えた教育者・研究者・
組織指導者

博士後期課程

専門分野の研究の高度化と持続的発展の
ための諸問題への学際的対応、および社
会的ガバナンス・エシックスの涵養

博士前期課程

地域課題の認識と共有、および知見・方法論・
リテラシーの共有に基づく分野横断的連携
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学
技
士
に
な
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
学
と

理
工
学
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
４

年
制
大
学
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医

療
機
関
で
働
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
大

学
院
進
学
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
や

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
開
発
部
門
で

の
就
職
な
ど
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り

ま
す
。

業
研
究
な
ど
で
は
そ
の
成
果
が
顕
著

で
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
教
育
に

お
い
て
も
学
び
合
い
の
一
環
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
教
育
と
学
び
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
日
々
半

ば
学
び
つ
つ
、
半
ば
教
え
つ
づ
け
る

経
験
は
得
難
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

研
究
に
お
い
て
は
、
人
間
の
脳
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
、

よ
り
深
く
人
間
を
理
解
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
教
育

や
研
究
を
通
じ
て
、「
人
間
と
は
何
か
」

と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
短
期
・
中
期
的
な
目
標

と
し
て
は
、
研
究
を
通
じ
て
北
陸
地

域
の
医
療
機
関
や
企
業
と
提
携
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ

を
開
発
・
製
品
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

医
学
と
理
工
学
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
臨
床
工
学
科

　

本
学
の
臨
床
工
学
科
で
は
、
先
端

医
療
か
ら
地
域
・
在
宅
医
療
ま
で
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
で
き
る
臨
床
工

ま
し
た
。
こ
の
発
見
を
基
に
、
脳
卒

中
片
麻
痺
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
適
用
す
る
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

よ
り
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
手
法
の
開
発
に
寄
与
で
き
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

教
育
と
研
究
の
つ
な
が
り

　

教
育
と
研
究
は
、
お
互
い
に
密
接

に
結
び
つ
い

て
い
る
と
考

え
て
い
ま

す
。
学
生
の

教
育
に
お
い

て
は
、
彼
ら

の
好
奇
心
や

興
味
、
疑
問

に
応
え
る
た

め
に
、
私
も

日
々
学
び
を

深
め
る
必
要

が
あ
り
ま

す
。
学
生
の

発
想
が
新
し

い
研
究
に
つ

な
が
る
こ
と

も
あ
り
、
卒

ス
テ
ム
で
は
、
脳
波
の
情
報
を
使
っ

て
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
使
用
者
の
脳
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
、
使
用
者
が
意

思
だ
け
で
仮
想
空
間
内
の
分
身
（
ア

バ
タ
ー
）
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ミ
ュ
ー

波
と
ベ
ー
タ
波
と
呼
ば
れ
る
脳
波
を

使
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
脳
波
は
人

間
の
手
や
足
の
運
動
機
能
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
手
足
の
運
動

機
能
を
日
常
で
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い

な
い
重
度
肢
体
不
自
由
者
で
も
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
こ
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
脳
の
神
経
活
動
パ

タ
ー
ン
が
変
化
し
、
運
動
に
関
連
す

る
活
動
が
増
え
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

教
／

員
／

紹
／

介

ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か
す

　

私
の
研
究
の
核
に
な
っ
て
い
る
の

は
ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）と
い
う
技
術
で
、

こ
れ
は
脳
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の

外
部
機
器
を
直
接
的
に
結
ぶ
技
術
で

す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
脳
の
活
動
を
検
知
し
、

そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
理
解
で
き

る
形
に
変
換
し
て
、
機
器
を
制
御
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
そ
の
性

質
か
ら
、
重
度
肢
体
不
自
由
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な
ど
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
研
究
で
開
発
し
た
Ｂ
Ｍ
Ｉ
シ

K
O

M
A

T
S

U
 

U
N

I
V

E
R

S
I

T
Y

Yasunari Hashimoto橋
は し

本
も と

泰
や す

成
な り

教授
（臨床工学科）

2023 年 10月 21日（土）
中央キャンパス、小松市民公園

今年のテーマは「Break the Limit ～ハジけろ！み
らいへ！～」。コロナ禍を乗り越え、学部や学科、年齢
の境界を飛び越えて、みんながハジけ、楽しみ、次の
ステップへと進むことができるような大学祭にしたい
という願いを込めました。多くの方々にご来場いただ
いた大学祭の様子を紹介します。

青松祭青
せ い

松
しょう

祭
さ い

第６回第６回
特設ステージでは、吹奏楽
サークルやダンスサークル、
軽音サークルが日ごろの練
習の成果を披露。迫力のあ
るステージに会場はくぎ付
けになりました。

フライドポテト、豚汁、チュロス、わらび餅ドリンク
…と様々な模擬店が立ち並び、来場者の笑顔もあふれ
ました。

謎解きしながらゴールを目指す脱出ゲーム。
なかなか難しく、出てこられない人も？ 縁日も親子連れで賑

わいました！

同日に同窓会総会
を行いました。会
員からは同窓会の
活動をより良くす
るための意見が挙
がり、今後の同窓会活動の発展に向けた良い
機会となりました。同窓生には青松祭の模擬
店で使えるチケットを配布。総会後に懐かし
いメンバーと青松祭を楽しみました。

教員によるミニ講義
や学科紹介ブースは
高校生や学生の保護
者で賑わいました！

ラーマン大学からの留学生もマ
レーシアの音楽に合わせてダンス
を披露しました。

青松祭実行委員で力を合わせ、
青松祭を作り上げました。

（左から）脳波のグラフ、頭部に機器を付け、脳波を測っている様子、脳波
を3次元で分析している様子

　

５
歳
に
な
る
双
子

の
子
供
が
い
て
、
休

日
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

は
主
に
子
供
中
心
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

趣
味
の
一
つ
に
将
棋

が
あ
り
、
空
き
時
間

に
は
対
局
中
継
を
見

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

h
o
l i d a y

私の

  休日  休日

模擬店

ステージ

脱出ゲーム・縁日

同窓会総会

ミニ講義・学科紹介ブース

広報室学生委員が青松祭の様子
を撮影しました！

BreakBreak
the L

imit
the L

imit


